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びわ湖フローティングスクール

⼭根崇純
⽴命館⼤学4回⽣

船で学ぶ、琵琶湖に学ぶ 新しい学習の形1⽇航海

県⽴びわ湖フローティングスクールでは
学習船「うみのこ」での学習を通して、琵
琶湖の環境に主体的に関わる⼒を育むこと
を⽬的にしている。以前は淀川⽔域の学校
を中⼼に交流が始まり、現在では、「うみ
のこ」には滋賀県のすべての5年⽣が乗船
している。乗船中の学習では環境問題のほ
か、⼈と豊かに関わる⼒も⾝につけること
ができる。いろいろな学校の⽣徒との交流
の中で、友情を育む機会にもなるのだ。ま
た、学習環境である「うみのこ」にはバイ
オ燃料（BDF）や太陽光パネルが搭載さ
れ、電気推進船として環境にも配慮して
いる。滋賀県をはじめ、全国・世界の⼦ど
もたちが、この「うみのこ」に乗船し琵琶
湖から様々な学びをしてほしい。

新型コロナウイルスの影響を受け、これまでの1泊2⽇の
航海から、今年度は1⽇航海として実施している。船内の対
策では、はめ込み式の窓から開閉式の窓に改造するなど換
気の強化に成功した。1つの部屋に⼤⼈数集まることを避け
るなど、濃厚接触にならないように注意して⼦供たちの動
きを⼯夫し活動を続ける。これまでの航海に⽐べ、1⽇航海
では学習時間・乗船校同⼠の交流時間が減少するが、今年
度最初の9⽉1⽇の航海
では、⼦どもたちから
「楽しみにしてた」な
ど好評の声が多数あっ
たという。⼦供たちの
交流は少ないが、プラ
ンクトンや⿂、湖底⽣
物の観察を通し、学習
を進めていくという。 2代⽬「うみのこ」

琵琶湖で受け継がれる
2つの「関わる⼒」

池⽥怜央

滋賀県⽴びわ湖フローティングスクールでは「環
境に主体的に関わる⼒」と「⼈と豊かに関わる⼒」、
この2つの「関わる⼒」を⼤切にしている。湖上で
は琵琶湖の⾃然に直接触れる「びわ湖学習」が⾏わ
れる。この活動では児童が主体的に環境に関わる
きっかけを作っている。
⼀⽅、船内⽣活では⼤⼈数での共同⽣活を通して、

共⽣・協働する⼒を培っている。児童は船内という
特別な環境の中で、⼈と豊かに関わる⼒を育む。
活動開始から約40年間、57万⼈以上の児童が乗船

してきた。フローティングスクール指導主事の寺⻄
さんは「⼀⼈ひとりが⾃分のできることを考えて実
践してきた成果が今の琵琶湖だと思う。SDGsを踏
まえつつ、より良い取り組みを⽬指したい」と⼒強
く語った。

学校教育に加え学習船「うみのこ」で
の学習を通して、健全な⻘少年の育成
のため設⽴された。滋賀県内外の児童
を対象に環境教育を⾏っている。

琵琶湖で学習航海
滋賀県⽴びわ湖フローティングスクール

出港する学習船「うみのこ」
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